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要旨 

 
ＥＧＳコード(1)(2)の使用を補助するために、粒子の軌跡とジオメトリーを表示するプログ

ラムＣＧＶＩＥＷ(3)が作成され、ＥＧＳコードとともに有効に使用されている。 

今回は、ＥＧＳコードの時間情報処理機能に対応した粒子の軌跡表示と、重複領域や未

定義領域の画面確認機能等を追加し、ＣＧＶＩＥＷの高度化を図った。 

 

改良点 

1) 時間情報を追加した軌跡ファイルからの動画表示 

 ＥＧＳコードの時間情報処理機能に対応した粒子の軌跡動画表示を可能にした。 

2) 印刷画面で「ファイルに出力」オプションの追加 

 印刷画面に「ファイルに出力」オプションを追加し、画面印刷の簡便化を図った。 

3) エラー発生点の画面表示 

  重複領域や未定義領域が発生した点を画面表示し、視覚的判断の向上を図った。 

 4) 未定義領域の点を包含する形状の検索ルーティン 

  未定義領域が発生した点をどの領域に含めるべきかを判断する情報として、その点を

包含する形状をリストアップする機能を追加した。 
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